
 

 

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

（Ⅰ）教育に関する目標 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する

目標 

＜特記すべき点＞（改善を要する点） 

 

【原文】 

「大学院説明会の充実や海外在住者対象推

薦入学特別選抜の導入等、多様な人材を受

け入れる取組を積極的に行っているもの

の、博士後期課程の標準修業年限内修了率

を高めるための施策については、改善に向

けた取組が十分にはなされていない。」 

 

【申立内容】 

削除願いたい。 

 

【理由】 

本学では博士後期課程における標準修業

年限内での修了を促進するため、次のよう

な取組を実施し、その結果、博士後期課程

の標準修業年限内での学位授与率は、平成

27年度において59.3％となり、平成22年度

と比べて29ポイント上昇した。 

１ ５年一貫教育プログラムの整備 

前期・後期を連携させた５年一貫教育プ

ログラムである５Ｄプログラムを整備し、

学生が効率的に自らの研究課題を探求でき

る教育課程を編成した（達成状況報告書７

頁）。 

２ 博士後期課程の到達目標の明示 

 ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー、研究室教育ポリシーの策定を通

じて、博士後期課程において身に付けるべ

き能力を学生に明示し、自律的な研究活動

を支援した（達成状況報告書９頁）。 

３ 複数指導体制の充実 

【対応】 

原案のとおりとする。 

 

【理由】 

 意見の内容は、複数の中期計画に係るも

のであり、当該中期計画についての達成状

況報告書等からは確認できない。 

 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果 

1

北陸先端科学技術大学院大学



 

 開学以来実施している複数教員指導制に

より、個々の学生にきめ細かな研究指導を

実施するとともに、新たに「学修計画・記

録書」（学習ポートフォリオ）を導入し、

学生の研究指導に活用した（達成状況報告

書12頁）。 

４ 成績評価基準の明示 

 学生に研究・学習上の指針を与えるため、

「達成目標に基づく成績評価に関するガイ

ドライン」を定め、科目ごとの達成目標を

シラバスに明示した（達成状況報告書18

頁）。 

５ ＦＤを通じた研究指導方法の改善 

 研究室教育の質をＦＤのテーマとして取

り上げ、教員に対し円滑な学位授与に向け

た指導の在り方や改善事例等を周知した

（達成状況報告書27頁）。 

６ 大学独自の奨学金の充実 

 本学独自の給付奨学金と雇用型支援制度

の見直し・充実を図り、学生が経済的な不

安から解放され、学修・研究活動に専念で

きる環境を整備した（達成状況報告書35

頁）。 

以上のとおり、本学は博士後期課程の標

準修業年限内修了率を高めるための取組を

十分に実施しており、これらの取組を通じ

て博士後期課程学生の学位取得に向けた研

究活動への支援を充実させた結果、博士後

期課程の標準修業年限内での学位授与率

は、厳格な成績評価や学位審査を行ってい

るにも関わらず上昇していることから、原

文の「改善を要する点」を削除願いたい。 
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